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みんなで支える
まちの水道

定例会
12月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
６
年
定
例
会
12
月
会
議
を
12
月
10
日
に
開
会
し
、
議
員
か
ら
意
見
書
の
提
案
が
あ
り
、
町
長
か
ら
は
条

例
改
正
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
人
が
お
こ
な
い
、
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
議
員

提
出
の
意
見
書
や
、
町
長
提
出
の
条
例
改
正
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
の
審
査
内
容
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

水道事業給水条例一部改正
（水道料金値上げ）
　水道事業の経営の健全化を図り、水道施設の更新及び耐震化などに必要な財
源を確保することを目的として、水道料金を改定するため、条例改正するもの。

委員会での審査内容は、４ページの総務事業常任委員会REPORTに掲載してい
ます。その審査報告を受け、本会議にて賛成多数で可決となりました。

説明資料の解説動画や、料金比較シミュレーションはこちら

＜口径20㎜以下の場合・２カ月分（税込）＞

２カ月の使用水量

２０㎥

４０㎥

６０㎥

８０㎥

現行料金

３,０８０円

６,２７０円

９,７９０円

１３,３１０円

改定後料金

３,６３０円

７,２６０円

１１,３３０円

１５,４００円

差額

５５０円

９９０円

１,５４０円

２,０９０円
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「ものづくりの苗処」事業
（ホテル立地促進助成金）
　固定資産税及び都市計画税相当額、水道料金（基本料金含む）に対し、３年間助成するもの。

建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策の拡充を求める意見書
　2022年１月から国の拠出による建設アスベスト被害者に対する給付金制度が開始されたが、給付金支給
対象者は限定されており、アスベスト建材製造企業による補償の在り方も定められていない。さらにアスベ
ストに関する監視・指導体制の強化についても、併せて求められていることから、この意見書が提案され、
可決されました。 ＜提出者　内田　孝司＞
（以下、本文一部抜粋）
国におかれては、下記のとおり対策を講じられるよう求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 記
１　治癒や症状進行抑制に効果のある治療法の研究・開発を促進し、安定的な予算を確保すること。
２　アスベスト建材製造企業による補償も含め、被害者の救済制度の充実を図ること。
３　治癒を最優先し、被害者等の実態を把握し、適切に給付金制度の見直しを図ること。
４　飛散防止対策について、地方公共団体が監視体制及び適正処理等の指導体制を強化するための財源支援
を行うこと。

５　「住宅・建築物安全ストック形成事業（住宅・建築物アスベスト改修事業）」について、建築物の所有
者等に対する補助制度を拡充すること。

６　国民や事業者に対し、アスベストによる健康被害、アスベスト関連法の改正の周知徹底を図ることに加
え、飛散防止対策の実施状況調査を強化すること。

（令和６～10年度にかけての債務負担）
3,800万円

みまきっこまんなか応援
まちづくり事業
　御牧地区に、子どもをまんなかにして、地域の人が集まる、子どもの声が響く居場所をつくる。

（令和６～９年度にかけての債務負担）
238万円＋2518万円

Ｑ ホテル立地が町の産業の発展、観光振興に寄与するというのは賛同できるが、この事業の
公益性は高いと言えるのか。

Ａ 現在、山城地域に大きなホテルがない。京都府の助成事業もあり、観光だけでなく、町内
事業所への出張などの宿泊でも使えるため、京都府、そして地元にとっても公益性が高い
事業であると考える。

Ｑ この事業の中にある施策事業委託料について詳しく教えて欲しい。

Ａ ３月１日のキックオフイベントで実施するプレイバス（あそび道具を載せた車で移動し、
まち中に即席のあそび場をつくる取り組み）を模擬的に業者委託したときにかかる費用。

補正予算

条　　例
「野菜のまち」久御山町食育推進条例制定
　本町における食育に関する施策の推進にあたり、生産が盛んな野菜を主体とした食育に関する理念
を定めるとともに、町の責務及び町民の役割等について定め、それぞれの立場において自ら食を学び、
育むことができる社会を実現するため制定。（委員会での審査内容は５ページ掲載）

意 見 書

全文は→
こちら
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　久御山中央公園は、時代のニーズに呼応していくため、久御山中央公園再整備基本計画を策定し、本年
度からリニューアルのための事業を展開していくこととなっており、総務事業常任委員会は、都市整備部建設
課に出席を求め、「久御山中央公園のリニューアル」についての現地調査をおこなった。

Q
　
今
回
の
改
正
は
、
平
均
で
16
・
9

％
の
料
金
ア
ッ
プ
と
な
る
が
、
小

口
と
大
口
で
率
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。

A
　
経
営
審
議
会
の
答
申
を
経
て
、
全

口
径
で
基
本
料
金
を
20
％
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
健
全
経
営

の
た
め
に
不
足
と
な
る
分
は
、
従

量
料
金
に
転
嫁
し
て
い
る
が
、
小

口
利
用
者
に
配
慮
し
な
が
ら
平
均

値
に
近
づ
け
て
い
る
。

Q
　
料
金
の
改
定
に
よ
る
増
収
総
額
の

見
込
み
は
。

A
　
令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度
で
、
３

億
９
千
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。

Q
　
町
の
支
払
い
済
み
の
前
払
い
金
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

A
　
10
億
円
程
度
に
な
る
が
、
使
途
に

つ
い
て
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

Q
　
費
用
が
か
さ
む
こ
と
に
な
る
が
当

初
契
約
の
落
札
率
に
は
影
響
す
る

の
か
。

A
　
変
更
内
容
に
係
る
経
費
に
は
当
初

落
札
率
と
同
じ
率
を
か
け
て
い
る
。

今
回
特
別
に
生
じ
た
部
分
に
つ
い

て
は
そ
の
ま
ま
の
額
と
な
る
。

Q
　
今
回
生
じ
た
金
額
に
つ
い
て
は
落

札
差
金
で
賄
う
と
さ
れ
て
い
た
が
。

A
　
１
億
２
千
万
円
の
差
額
が
あ
り
、

範
囲
内
で
充
当
で
き
る
。

休会中の事務調査 久御山中央公園のリニューアルについて 11月7日

■久御山中央公園の沿革
　久御山中央公園の場所は戦時中の一時期、逓信省と
日本国際航空工業㈱が所有し、「京都飛行場」として
整備され、終戦後農林省が「京都飛行場」の格納庫跡
として管理していたが、公園として利用することを条
件に無償貸与が成立、公園計画が策定された。昭和49
年度から59年度までの11年間に、総事業費９億8846万
円をかけて完成した。
■リニューアルの考え方
　令和２年に策定された「全世代・全員活躍型『生涯
活躍のまち』構想」の基本理念を起点とし、平成28年
３月に策定された第５次総合計画の「町のふれあい交
流起点となる中心的な公園として機能充実と施設改修
を推進する」とあり、令和２年３月策定の第２期久御
山町総合戦略にも、久御山中央公園の整備・拡充が明
記されている。
■今後のスケジュール
　事業スケジュールは、本年度に設計業務と管理運営
業務に係る事業者の公募・選定、令和７年度に設計事
業者による基本・詳細設計、管理運営事業者による開
園準備業務、令和８年度には第１期の整備工事、令和

９年度に公園グラウンドの第２期整備工事を経て、令
和10年度からの管理運営事業者による管理運営業務を
スタートする計画としている。

■質疑応答
Q　駐車場の収容性は機能しているのか。
A　平時はクリアしているが、イベント開催時は不足
している。用地確保の実現を目指す。

議
案
第
65
号

水
道
事
業
給
水
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
71
号

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
建
築
工
事
請
負
変
更
契
約
の

契
約
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
の
健
全
経
営
、
水
道
施
設
の

更
新
及
び
耐
震
化
の
財
源
確
保
の
た
め
の

料
金
改
定

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
に
お

い
て
表
層
土
の
土
壌
調
査
結
果
に
基
づ
く

施
工
内
容
の
変
更
契
約

　

12
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房

次
委
員
長
）
に
２
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総務事業
常任委員会

12月18日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金
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　令和５年３月策定の「久御山中央公園再整備基本計画」で、公園利
用者も利用できる場所として位置づけた老人福祉施設「荒見苑」の活用
状況などの把握をするため、民生部福祉課及び都市整備部建設課に出
席を求め、現地調査をおこなった。

　
Q
　
「
町
の
責
務
」
を
全
う
す
る
と
は
。

A
　
食
育
の
施
策
に
つ
い
て
は
す
で
に

数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
本

条
例
に
紐
づ
く
施
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
町
の
責
務
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

　
　

具
体
的
に
は
、
健
康
教
室
や
学
校

給
食
で
の
地
元
産
野
菜
の
積
極
的

利
用
、
地
域
や
学
校
で
の
農
業
体

験
で
あ
る
。

Q
　
令
和
７
年
８
月
に
は
使
用
で
き
る

の
か
。

A
　
令
和
７
年
６
月
末
に
完
了
検
査
を

受
け
る
の
で
、
使
用
で
き
る
。

Q
　
遮
熱
塗
料
の
塗
布
が
屋
根
だ
け
で
、

壁
面
に
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
　
設
計
業
者
と
の
相
談
で
、
屋
根
部

分
の
方
が
大
事
で
あ
る
た
め
。

Q
　
入
札
参
加
企
業
の
判
断
は
、
経
営

審
査
点
（
経
営
事
項
審
査
総
合
評

価
点
）
だ
が
、
大
丈
夫
か
。

A
　
点
数
だ
け
で
な
く
、
実
績
も
見
て

判
断
し
た
。

休会中の事務調査 久御山中央公園再整備に伴う荒見苑の改修・運営等について 11月８日

議
案
第
64
号
　

「
野
菜
の
ま
ち
」
久
御
山
町
食
育

推
進
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
70
号 

久
御
山
中
学
校
体
育
館
空
調
設

備
等
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の

向
上
、
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
、
食
育
の

重
要
性
や
「
食
育
基
本
法
」
（
平
成
17
年

制
定
）
で
定
め
る
事
項
な
ど
を
明
記
し
た
。

　

条
例
は
、「
食
育
」
の
理
念
と
町
の
責

務
及
び
町
民
の
役
割
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　
＊
施
行
日
は
、
令
和
６
年
12
月
25
日
。

　
工
事
の
目
的
は
、
中
学
生
の
体
育
・
部

活
動
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
場
所
に
な
る

た
め
熱
中
症
対
策
を
お
こ
な
う
こ
と
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
等
の
環
境
に
配
慮
し
た

空
調
施
設
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

高齢者の活動拠点
・所在地…田井新荒見（中央公園敷地内）
・シルバー世代のコミュニケーション広場であり高齢
者の生きがいの活動拠点。

・高齢者の方はいつでも利用でき、使用料は無料。ま
た、健康面などの相談もできる。

・サークル活動…現在、13サークルと１同好会。

質疑・応答では
Ｑ　トイレや風呂場の使用は、 今後どのようにするのか。
Ａ　多目的トイレや公園側からも利用できるトイレを

考えている。また、風呂場は代替施設の利用も検
討している。

Ｑ　建物の中で「優先がある」との考えは。
時間帯に関係なく利用できるのか。

Ａ　利用者優先エリアは平日９時～16時30分、土曜
日９時～11時30分は、高齢者の優先予約とする
が、空いている場合は状況により利用可能とする。

Ｑ　今後、一定のルールのようなものも考えていかね
ばならないと思うが。

Ａ　館内の掲示物などを利用者にわかりやすい工夫を
する。

中央公園再整備基本計画と荒見苑
　荒見苑は、「利用者優先エリア」と公園利用者も利
用できる「共有エリア」に分類する。
★改修後の開館時間★

a.平　　日…９時～22時
b.土 曜 日…９時～22時
c.日・祝日…９時～22時

＊利用者優先エリアに
　ついては、
　aは16時30分まで、
　bは11時30分までは、
　荒見苑利用者優先。

　

12
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子

委
員
長
）
に
２
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

民生教育
常任委員会

12月19日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■賛否が分かれた議案
12月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

×

×

×

×

×

×

〇

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※

※

※

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×
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水道事業給水条例一部改正

一般会計（第５号）

全世代・全員活躍まちづくりセンター建築工事
請負変更契約の締結

条例

６年度
補正予算

契約

■全員賛成の議案
建設アスベスト被害者の救済とアスベス
ト対策の拡充を求める意見書

「野菜のまち」久御山町食育推進条例
制定

久御山中学校体育館空調設備等設置工事
請負契約の締結

意見書

条　例

契　約

介護保険特別会計（第２号）

水道事業会計（第２号） 

下水道事業会計（第２号） 

６年度
補正予算

議案第66号  令和６年度一般会計補正予算（第５号）について

賛
　
　
成

時
勢
の
状
況
も
考
慮
し
た
適
時
適
切
な
予
算
と
評
価岩

田
　
芳
一

　
今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、信
貴
町
長
が
４
期
目
の
公
約
に
掲

げ
る
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
す
る
、「
み

ま
き
っ
こ
ま
ん
な
か
応
援
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
経
費
、高
校
生
分
ま

で
の
医
療
費
を
無
償
化
し
た
子
育
て
支
援
医
療
費
の
増
額
、加
工
用

米
の
生
産
の
た
め
に
追
加
補
助
を
打
つ
な
ど
、時
勢
の
状
況
も
考
慮
し

た「
適
時
適
切
な
予
算
」で
あ
る
と
評
価
。　

予
算
は
単
年
度
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

巽
　
　
悦
子

　
例
外
的
に
は
認
め
ら
れ
る
債
務
負
担
行
為
だ
が
、予
算
は
単
年
度

主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
ホ
テ
ル
立
地
促
進
助
成
金
は
令
和
10
年
度
ま
で
の
予
算
。毎
年
度

の
事
業
を
把
握
し
て
判
断
す
べ
き
。大
阪・関
西
万
博
予
算
は
メ
タ
ン

ガ
ス
事
故
や
災
害
時
の
逃
げ
場
な
ど
、安
全
性
に
疑
念
が
あ
る
。

公
金
で
ホ
テ
ル
開
業
支
援
を
す
る
必
要
性
は
低
い芦

田
　
祐
介

　
ホ
テ
ル
立
地
促
進
助
成
金
３
８
０
０
万
円（
債
務
負
担
行
為
補
正
）

の
対
象
と
な
る
の
は
、業
界
３
位
の
有
名
大
企
業
で
あ
る
。

　
本
年
は
過
去
最
高
の
訪
日
客
を
記
録
し
、来
年
に
は
大
阪・関
西
万

博
も
あ
る
こ
と
か
ら
、開
業
初
年
度
か
ら
宿
泊
客
を
十
分
に
獲
得
で

き
る
と
見
込
ま
れ
る
。企
業
規
模
や
宿
泊
需
要
を
勘
案
す
る
と
、公
金

で
開
業
支
援
を
お
こ
な
う
必
要
性
は
低
い
と
考
え
る
。

反
　
　
対

討論

くみやま 議会だより　No.177 （6）



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

7議員が
登壇 一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

①大阪・関西万博に関連する取り組み
②北陸新幹線延伸計画の敦賀・新大阪ルート（案） P14一問

一答巽　　悦子 議員
たつみ えつこ

①国有地を町道への払い下げ P13一問
一答中野　ますみ 議員

なかの えつこ

岩田　芳一 議員
いわた よしかず ①学校教育

②投票率向上 P12一答
一問
一答

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①保育人材定着のための補助金の導入

②高齢者の配食サービス P11一問
一答

①高齢者の在宅療養あんしん病院登録システム
②高齢者の在宅医療と訪問看護の連携 P10一問

一答塚本　五三藏 議員
つかもと いさお

①平和・歴史教育のための展示施設
②熱中症予防対策として自治会集会所等の活用 P9辻　　　徹 議員

とおるつじ 一括
質問

あしだ ①スポーツ協会の事務執行
②市田佐山線道路改良工事の残土 P8一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

くみやま 議会だより　No.177（7）



　
監
査
委
員
は
、
ス
ポ
協
の
会
計
・
通

帳
管
理
な
ど
事
務
執
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て
指
摘
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

補
助
金
監
査
を
主
眼
と
し
て
い
る
た

め
、
指
摘
は
し
て
い
な
い
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

　
代
表
監
査
委
員
は
、
学
識
経
験
を
有

す
る
者
か
ら
監
査
専
門
委
員
を
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
公
認
会
計
士
を
監
査
専
門
委
員
と
し

て
選
任
し
、
財
政
援
助
団
体
の
監
査
を

す
る
こ
と
は
、
再
発
防
止
策
と
し
て
有

効
な
手
段
で
は
な
い
か
。

　

財
政
援
助
団
体
の
監
査
は
、
そ
の
団

体
の
出
納
・
そ
の
他
の
事
務
が
補
助
金

の
趣
旨
・
目
的
に
沿
っ
て
適
切
か
つ
効

率
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
を
主

眼
に
監
査
し
て
お
り
、
不
適
切
な
事
項

は
指
摘
し
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
監
査
専
門
委
員
を

選
任
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。

　
元
町
職
員
が
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下

「
ス
ポ
協
」
）
の
運
営
資
金
を
私
的
流

用
し
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
告
訴
権
者
で
あ
る
ス
ポ
協
が
法
的
知

識
や
体
制
の
問
題
か
ら
告
訴
を
断
念
し

た
こ
と
に
よ
り
、
検
察
が
不
起
訴
に
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
今
か
ら
で
も
告
訴
す
る
べ
き
で
は
。

告
訴
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
被
害
届

だ
け
で
も
提
出
す
る
べ
き
で
は
。

　

ス
ポ
協
が
決
め
る
こ
と
だ
。

　
市
田
佐
山
線
道
路
改
良
工
事
の
残
土

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
当
該
工
事
で
発
生
し
た
残
土
に
基
準

値
を
超
え
る
フ
ッ
素
が
検
出
さ
れ
、
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
淀
川
河
川

事
務
所
（
以
下
「
国
交
省
」
）
の
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
搬
入
さ
れ
た
。

　
私
が
開
示
を
受
け
た
町
発
出
の
依
頼

文
に
は
「
一
般
社
団
法
人
城
陽
山
砂
利

採
取
整
備
公
社
の
受
け
入
れ
が
制
限
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
変
苦
慮
し
て
い

る
状
況
」
と
あ
り
、
基
準
値
を
超
え
る

フ
ッ
素
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
記
載
が

な
い
。

　
重
要
事
項
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
記
載

し
な
か
っ
た
の
か
。

　
事
実
を
隠
ぺ
い
し
て
搬
入
し
て
い
た

と
見
る
べ
き
で
は
。

　

国
交
省
よ
り
土
壌
検
査
を
お
こ
な
い
、

問
題
が
な
け
れ
ば
受
け
入
れ
る
と
返
答

が
あ
っ
た
。

　

依
頼
文
は
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
国
交
省
は
聞
い

て
い
な
い
と
な
っ
た
の
か
。

　

認
識
の
齟
齬
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

　
当
時
の
都
市
整
備
部
長
が
基
準
値
を

超
え
る
フ
ッ
素
が
検
出
さ
れ
た
と
電
話

連
絡
し
た
と
い
う
が
、
そ
う
し
た
記
録

は
町
に
残
っ
て
い
る
の
か
。

　

記
録
の
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
。

公
認
会
計
士
を
監
査
専
門

委
員
に
し
て
は
ど
う
か

Q
監
査
委
員
が
機
能
し
て
い

る
た
め
、必
要
性
が
な
い

A

重
要
事
項
を
隠
ぺ
い
し
て

残
土
を
搬
入
し
た
の
か

Q
国
交
省
と
は
齟
齬
が
あ
っ
た

記
録
は
残
っ
て
い
な
い

A

質
　
問

代
表
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

残土が搬入されたストックヤード（西一口）

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

そ　

ご

そ
　
ご
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は
、
戦
没
者
２
２
８
名
の
名
前
が
刻
ま

れ
た
銘
板
（
記
念
碑
）
、
京
都
航
空
機

乗
員
養
成
所
の
記
念
碑
が
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い

る
。　
　

　
こ
れ
ら
を
平
和
教
育
や
歴
史
教
育
に

活
用
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

　

令
和
５
年
度
の
「
久
御
山
町
の
古
社

に
出
会
う
ツ
ア
ー
」
で
、
中
央
公
園
近

く
を
歩
い
た
際
に
京
都
飛
行
場
な
ど
に

つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
歩
く
ま
ち
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

町
の
歴
史
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
。

　
戦
時
中
、
町
内
に
飛
行
場
（
京
都
航

空
機
乗
員
養
成
所
）
が
あ
り
、
訓
練
生

が
、
日
夜
訓
練
に
励
み
国
の
た
め
に
尊

い
命
を
捧
げ
て
き
た
事
実
を
ど
れ
だ
け

の
町
民
の
方
が
知
っ
て
い
る
の
か
。

　

具
体
的
な
数
値
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
が
、
証
言
や
記
録
に
基
づ
く
資
料

と
し
て
『
久
御
山
町
史
』
や
戦
争
体
験

の
証
言
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
町
立

図
書
館
に
配
架
し
て
い
る
。

　
飛
行
場
の
跡
地
で
あ
る
中
央
公
園
に

　
平
和
教
育
の
教
材
と
し
て
、
遺
品
な

ど
を
保
存
、
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　
遺
品
な
ど
の
常
設
展
示
を
す
る
考
え

は
。

　

現
状
と
し
て
、
本
町
で
は
適
切
に
保

管
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
預
か

っ
て
は
い
な
い
。

　

遺
品
の
寄
贈
の
話
は
あ
っ
た
が
、
専

門
の
博
物
館
で
の
収
蔵
が
望
ま
し
い
こ

と
か
ら
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
を
紹
介
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
旧
山
田
家
住
宅
の
蔵
の
跡
地
利
用
と

し
て
歴
史
資
料
館
な
ど
の
施
設
の
設
置

予
定
は
な
い
の
か
、
計
画
す
べ
き
で
は
。

　

旧
山
田
家
住
宅
敷
地
内
へ
の
展
示
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
立
地
区
域
が

市
街
化
調
整
区
域
の
た
め
、
新
た
な
施

設
の
建
設
に
は
検
討
す
べ
き
課
題
が
多

い
状
況
。

　

新
た
な
展
示
施
設
の
可
能
性
も
含
め
、

議
論
や
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
自
治
会
に
対
し
て
、
夏
期
の
期
間
限

定
で
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、
公
会

堂
や
集
会
所
の
冷
房
用
な
ど
の
電
気
代

補
助
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　

自
治
会
へ
の
補
助
は
、
毎
年
、
自
治

会
世
帯
数
調
査
に
基
づ
き
支
給
す
る
町

政
協
力
費
に
よ
り
対
応
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

今
後
と
も
、
電
気
代
な
ど
も
含
め
た

自
治
会
活
動
や
公
会
堂
な
ど
の
運
営
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
和・歴
史
教
育
の
た
め

の
展
示
施
設
の
設
置
を

Q
建
設
に
は
課
題
は
多
い
が

議
論
や
研
究
を
お
こ
な
う

A

自
治
会
集
会
所
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
電
気
代
の
補
助
を

Q
自
治
会
に
支
給
す
る
町
政

協
力
金
で
対
応
を

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

町
　
長

町
　
長

さ
さ

中央公園にある記念碑

佐山公会堂

動画はこちら

つじ とおる

辻　　　徹

戦没者記念碑
京都航空機乗員
養成所記念碑

くみやま 議会だより　No.177（9）



三
者
で
話
し
合
う
場
を
近
々
設
け
、
そ

こ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
基
礎
と
し
、

継
続
的
ケ
ア
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
在
宅
医
療
と
訪
問
看
護
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方
の
傾
向
は
。

　

人
生
の
終
末
期
を
自
宅
で
迎
え
た
い

方
か
ら
の
相
談
が
医
療
機
関
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
入
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

調
整
が
増
え
て
い
る
。

　
在
宅
医
と
看
護
師
を
見
つ
け
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
。

　
近
隣
や
町
内
に
在
宅
医
療
と
訪
問
看

護
の
機
関
の
軒
数
は
。

　

か
か
り
つ
け
医
師
に
相
談
。
か
か
り

つ
け
医
師
が
い
な
い
方
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

　

宇
治
久
世
医
師
会
内
で
、
在
宅
医
療

を
受
け
入
れ
可
能
な
医
療
機
関
32
軒
、

訪
問
看
護
事
業
所
は
55
軒
。

　
在
宅
医
療
は
老
老
世
帯
や
一
人
暮
ら

し
の
方
も
可
能
か
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
に
は
、
行
政
と
医
療
や
介

護
関
係
機
関
の
強
固
な
連
携
の
確
立
が

重
要
で
は
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
医
療
や
介
護
を
要

す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
切
れ
目
な
く
相
互
の
密
接

な
連
携
に
よ
り
、
地
域
医
療
体
制
及
び

全
世
代
型
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
何
が

で
き
、
互
い
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る

こ
と
が
出
来
る
か
、
具
体
的
な
内
容
を
、

　

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
を
受
け
な
が

ら
在
宅
療
養
は
可
能
だ
が
、
主
治
医
に

相
談
を
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

　
在
宅
療
養
あ
ん
し
ん
病
院
登
録
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
行
政
の
認
識
は
。

　

在
宅
療
養
中
の
高
齢
者
が
体
調
を
崩

さ
れ
在
宅
で
の
対
応
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
必
要
な
情
報
を
登
録
し
て
お
く

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
病
院
を
受
診
し
、

必
要
に
応
じ
て
入
院
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

　

在
宅
側
と
病
院
と
の
協
働
に
よ
る
退

院
支
援
、
退
院
後
の
在
宅
支
援
に
よ
り
、

入
院
、
退
院
が
し
や
す
い
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
町
に
は
久
御
山
南
病
院
と
京
都
岡

本
記
念
病
院
、
近
隣
に
は
25
カ
所
の
病

院
が
あ
る
。
登
録
は
何
箇
所
ま
で
可
能

か
。
登
録
後
の
変
更
は
で
き
る
の
か
。

　

登
録
申
請
は
か
か
り
つ
け
医
と
相
談

し
、
３
病
院
ま
で
。

　

登
録
後
に
病
院
の
変
更
は
可
能
。

　　
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

環
境
の
整
備
と
構
築
の
考
え
は
。

　

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
を

図
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
な
ど
を
通

じ
て
、
本
登
録
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
見

据
え
「
継
続
的
な
ケ
ア
の
実
現
」
に
邁

進
す
る
。

行
政
と
医
療・介
護
機
関
の

強
固
な
連
携
の
確
立
は

Q
具
体
的
な
内
容
を
三
者
で

話
し
合
う
場
を
設
け
る

A

在
宅
療
養
あ
ん
し
ん
病
院
の

登
録
シ
ス
テ
ム
と
は

Q
在
宅
療
養
と
入
退
院
を
連
携

し
て
高
齢
者
を
支
援

A

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

動画はこちら

つかもと いさお
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時
的
に
配
置
が
で
き
な
い
園
が
あ
っ
た

こ
と
は
把
握
を
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
介
護
人
材
定
着
支
援
事

業
補
助
金
が
導
入
さ
れ
た
。
就
業
２
年

目
は
３
万
円
、
就
業
５
年
目
は
５
万
円

が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。

　
保
育
人
材
に
つ
い
て
も
、
保
育
人
材

定
着
支
援
の
た
め
、
給
与
の
上
乗
せ
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　

本
町
に
は
、
民
間
の
認
可
保
育
所
・

こ
ど
も
園
は
な
く
、
町
の
こ
ど
も
園
で

働
い
て
い
る
正
職
員
、
会
計
年
度
職
員

は
全
て
町
が
雇
用
し
て
お
り
、
毎
年
昇

給
し
、
期
末
勤
勉
手
当
も
支
給
を
し
て

い
る
。

　
本
町
の
５
年
間
の
待
機
児
童
の
発
生

状
況
は
。

　

令
和
元
年
度
末
19
人
、
令
和
２
年
度

末
０
人
、
令
和
３
年
度
末
13
人
、
令
和

４
年
度
末
０
人
、
令
和
５
年
度
末
４
人

と
、
毎
年
ば
ら
つ
き
が
あ
る
状
況
。

　
本
町
の
保
育
教
諭
、
そ
の
他
職
員
は

足
り
て
い
る
の
か
。

　

年
間
を
通
し
て
、
保
育
教
諭
が
不
足

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
一

　

本
町
の
こ
ど
も
園
職
員
の
離
職
の
大

き
な
原
因
は
、
給
与
面
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、
導
入
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
も
町
こ
ど
も
園
の
保
育
教
諭
に

と
っ
て
、
や
り
が
い
の
あ
る
、
よ
り
働

き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
以
前
あ
っ
た
町
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が

現
在
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　

実
施
当
初
は
１
０
０
人
規
模
だ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
実
利
用
者
２
名
と
な

っ
た
。

　

利
用
者
減
少
の
原
因
は
、
民
間
事
業

者
が
市
場
に
参
入
し
、
個
人
の
好
み
の

選
択
枠
が
広
が
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
町

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
３
回
ま
で
の

利
用
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
わ
な

い
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
食
の
環
境
の
改
善
、
整
備

は
必
要
。

　
本
町
の
食
育
環
境
の
充
実
の
た
め
に

も
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
補
助
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

　

調
理
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
制
度
の
家
事
支
援
等
の
制
度
が
あ
る
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
し
て
、
非
課
税
世
帯
に
１
世
帯
当

た
り
10
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

地
産
地
消
に
よ
る
地
域
の
流
通
・
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
給

食
で
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
各
家
庭
が
抱
え
る
事
情
は

多
岐
に
わ
た
り
、
補
助
金
に
よ
る
経
済

的
支
援
の
み
で
な
く
、
個
々
の
ケ
ー
ス

に
即
し
た
行
政
支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、

相
談
で
き
る
窓
口
で
あ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

保
育
人
材
定
着
支
援
の

た
め
、給
与
の
上
乗
せ
は

Q
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い

A

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
補
助
を
す
べ
き
で
は

Q
個
々
の
ケ
ー
ス
に
即
し
た

行
政
支
援
を
お
こ
な
う

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

民
生
部
長

民
生
部
長

動画はこちら

はまぐち たかし
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町内で待機児童０人となることに期待したい

町実施のボランティア給食

くみやま 議会だより　No.177（11）



や
デ
ー
タ
消
去
に
対
す
る
認
識
と
具
体

的
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　

端
末
管
理
ソ
フ
ト
で
デ
ー
タ
消
去
を

確
認
し
た
後
、
業
者
か
ら
デ
ー
タ
が
消

去
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
二
重
三
重
に
確

認
を
お
こ
な
う
。

　
保
護
者
の
方
・
児
童
・
生
徒
た
ち
が

安
心
・
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
は
。

　

今
後
、
学
習
中
の
不
具
合
が
な
い
よ

う
に
通
信
調
査
を
継
続
的
に
お
こ
な
い
、

高
速
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
知
識
の
充
実
の
研
修
も
務
め
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
来
年
度

の
端
末
更
新
は
、
何
台
を
新
端
末
に
買

い
換
え
る
の
か
。
ま
た
、
旧
端
末
を
処

分
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　

新
た
に
整
備
す
る
台
数
は
、
児
童
生

徒
分
と
予
備
機
（
全
体
の
15
％
分
）
が

補
助
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
約
千
台
。

　

旧
端
末
を
処
分
す
る
の
か
検
討
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
デ
ー
タ
消
去
が
適
切
に
実
施
さ
れ
ず

に
、
個
人
情
報
漏
洩
な
ど
の
責
任
を
問

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
端
末
処
分

　
投
票
率
向
上
に
向
け
て
、
若
年
層
に

対
し
て
今
後
の
意
識
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
は
。

　

新
有
権
者
に
、
選
挙
の
し
く
み
や
投

票
所
等
の
案
内
な
ど
を
記
し
た
選
挙
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
な
ど
、

投
票
率
向
上
に
は
長
い
ス
パ
ン
で
の
継

続
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

　
高
齢
者
の
た
め
の
投
票
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
優
し
い
配
慮
が
必
要
と
い

う
声
を
聞
く
が
、
投
票
所
の
環
境
状
況

に
対
し
て
の
考
え
は
。

　

段
差
な
ど
の
問
題
か
ら
投
票
所
を
変

更
し
た
り
、
踏
み
台
を
設
置
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
き
た
。

　

今
後
も
投
票
環
境
の
向
上
に
向
け
た

対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　
投
票
率
向
上
の
た
め
、
投
票
し
や
す

い
よ
う
に
、
投
票
支
援
カ
ー
ド
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
・
投
票
用
紙

記
入
補
助
具
を
導
入
し
て
は
。

　

障
害
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
他
市
町
村
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
導
入
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
整
え

る
た
め
に
、
今
後
の
考
え
は
。

　

若
年
層
に
向
け
た
、
主
権
者
教
育
な

ど
の
実
施
や
啓
発
運
動
の
継
続
、
高
齢

者
な
ど
を
対
象
と
し
た
期
日
前
投
票
所

ま
で
の
町
バ
ス
の
送
迎
を
導
入
し
た
よ

う
に
、
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
研
究
し
た
い
。

児
童・生
徒
が
安
心・安
全

に
使
用
で
き
る
よ
う
に

Q
通
信
調
査
を
継
続
的
に

お
こ
な
う

A

投
票
率
向
上
に
投
票
支
援

カ
ー
ド
等
を
導
入
し
て
は

Q
導
入
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

教
育
次
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
長

動画はこちら
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町
と
し
て
判
断
で
き
な
い
と
は
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い

け
ば
、
許
可
が
下
り
る
の
か
。

　

平
成
17
年
の
地
方
分
権
一
括
法
に
基

づ
く
一
括
譲
与
に
つ
い
て
は
、
機
能
を

有
し
て
い
る
法
定
外
公
共
物
で
あ
る
国

有
道
路
と
国
有
水
路
の
譲
与
を
受
け
た

も
の
。

　

機
能
を
有
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
国
の

方
で
管
理
を
す
る
。
一
定
の
線
引
き
と

な
り
、
町
で
管
理
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
住
民
さ
ん
か
ら
、
田
井
地
内
の
国
有

地
を
散
歩
道
に
し
て
ほ
し
い
と
の
生
活

相
談
を
受
け
た
。

　
町
道
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　

当
該
地
に
つ
い
て
は
、
公
図
上
存
在

す
る
国
有
地
相
当
の
敷
地
が
判
明
で
き

な
い
状
況
。

　

国
有
地
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
国
と

隣
接
す
る
民
地
所
有
者
間
の
官
民
境
界

の
問
題
で
あ
る
。

　

町
道
に
す
る
こ
と
以
前
に
、
国
有
地

の
境
界
等
に
つ
い
て
、
町
が
判
断
で
き

る
立
場
で
は
な
い
。

　
国
有
里
道
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
国

有
地
は
、
町
道
に
は
で
き
な
い
の
か
。

　

町
道
に
す
る
に
は
、
町
道
の
要
件
も

あ
る
。
現
在
、
国
の
管
理
と
な
っ
て
お

り
、
譲
与
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
そ
の
テ
ー

ブ
ル
に
は
乗
っ
て
こ
な
い
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
道
に
す
る
に
は
、
認
定
基

準
が
あ
る
。
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
た

と
し
て
も
、
道
路
の
幅
員
４
ｍ
以
上
で
、

不
特
定
多
数
の
人
が
通
行
す
る
と
い
う

条
件
が
あ
り
、
非
常
に
難
し
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
条
件
も
あ
る
が
、
町
道
と

し
て
は
、
幅
員
４
ｍ
以
上
の
道
路
が
基

準
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
も
そ
も
難

し
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
道
に
は
で
き
な
い
が
、
譲
与
の
対

象
に
な
る
国
有
里
道
、
水
路
が
あ
れ
ば

ど
の
よ
う
な
必
要
性
で
払
い
下
げ
が
お

こ
な
わ
れ
た
の
か
。

　　

平
成
17
年
に
、
約
２
８
０
０
筆
弱
受

け
て
い
る
。
機
能
を
有
し
て
い
る
法
定

外
公
共
物
で
あ
る
国
有
道
路
、
水
路
に

つ
い
て
の
譲
与
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
譲
与

を
受
け
て
い
る
。
過
去
５
年
間
で
は
、

４
件
程
度
あ
る
。

　

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
機
能
を
有
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
町
道
の
一
部

に
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
っ
た
り
、
通

路
と
し
て
利
用
を
既
に
さ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。

　

そ
う
い
う
判
断
が
で
き
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
国
有
財
産
特
別
措
置
法
第
５

条
第
１
項
第
５
号
に
基
づ
い
て
、
譲
与

を
受
け
て
い
る
。

国
有
地
を
町
道
へ
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て
聞
く

Q
国
有
地
の
境
界
等
を
町
が

判
断
で
き
る
立
場
で
な
い

A質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

都
市
整
備
部
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

田井地内の国有地を散歩道へ

なかの

中野ますみ
動画はこちら

＝
久
御
山
町
の
町
道
認
定
基
準
＝

「
久
御
山
町
町
道
認
定
要
綱
」
（
抜
粋
）

　

（
認
定
基
準
）

第
２
条　

第
１
項

　

認
定
の
基
準
は
、
道
路
幅
員
が
４
・
０
ｍ
以
上

で
、
不
特
定
多
数
の
者
の
通
行
に
供
す
る
も
の
で
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
条
件
を
具
備
す

る
道
路
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）　

道
路
敷
地
が
、
国
有
地
及
び
本
町
の
所

有
地
で
あ
り
、
そ
の
起
終
点
が
国
・

府
・
町
道
に
接
続
し
、
又
は
公
道
か
ら

公
共
施
設
に
通
じ
る
道
路
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）　

町
長
が
計
画
に
基
づ
き
新
設
若
し
く
は

改
良
す
る
道
路
、
又
は
こ
れ
ら
を
施
工

し
た
道
路
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）　

都
市
計
画
法
（
昭
和
43
年
法
律
第
１
０

０
号
）
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
道
路
で
あ

る
こ
と
。
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事
業
に
参
画
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
考
え
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
に
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
す
る
。

　　
大
阪
・
関
西
万
博
の
教
育
的
効
果
と

は
。
ま
た
行
先
決
定
は
、
先
生
方
の
総

意
か
。　

　

科
学
の
体
験
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

伝
統
建
築
や
国
内
各
地
の
文
化
を
知
る

機
会
に
も
な
る
。

　

企
業
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
国
際
理
解
教
育
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　

行
先
決
定
は
、
先
生
の
総
意
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
阪
湾
に
あ
る
夢
洲
は
、
ゴ
ミ
の
最
終

　
大
阪
・
関
西
万
博
に
関
連
す
る
取
り

組
み
と
の
こ
と
で
「
淀
川
舟
運
×
久
御

山
町
」
魅
力
発
信
事
業
な
ど
を
問
う
。

　

「
（
仮
称
）
久
御
山
町
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
災
害
時
の
水

防
・
防
災
活
動
等
の
拠
点
を
基
本
と
し
、

平
常
時
は
水
辺
を
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

「
淀
川
舟
運
×
久
御
山
町
」
魅
力
発

信
は
、
淀
川
沿
川
地
域
で
定
期
観
光
船

の
就
航
や
水
辺
空
間
の
魅
力
向
上
の
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
、
舟
運

処
分
地
で
あ
り
、
ト
イ
レ
工
事
現
場
で

は
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故
が
あ
っ
た
。

　
安
全
確
保
と
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

　

万
博
協
会
よ
り
、
津
波
の
水
位
に
対

し
て
余
裕
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
地

震
な
ど
の
災
害
時
は
、
防
災
計
画
を
基

に
対
策
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

教
職
員
が
会
場
の
下
見
に
行
き
、
安

全
な
施
設
へ
の
誘
導
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

体
調
不
良
の
場
合
、
会
場
内
に
は
応

急
手
当
所
５
カ
所
、
診
療
所
３
カ
所
が

あ
り
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
対
応
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

保
護
者
へ
の
周
知
は
今
後
、
お
こ
な

っ
て
い
き
た
い
。

　　
北
陸
新
幹
線
車
両
基
地
の
建
設
で
は
、

宇
治
川
断
層
や
洪
水
時
の
問
題
が
あ
る
。

　
ま
た
ル
ー
ト
近
隣
と
な
る
住
民
の
方

は
、
立
ち
退
き
を
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　
町
民
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
し
た
い
。
町
長
の
考
え
は
。

　

11
月
に
、
国
土
交
通
省
へ
行
き
丁
寧

な
説
明
を
求
め
た
。
京
都
府
に
対
し
て

も
、
当
然
、
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い

く
と
い
う
の
が
現
段
階
で
あ
る
。

　

本
町
の
内
水
排
除
と
地
震
の
問
題
は
、

10
月
12
日
の
自
民
党
の
与
党
Ｐ
Ｔ
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
の
説
明
会
で
、

車
両
基
地
や
調
整
池
の
機
能
も
申
し
上

げ
、
国
交
省
へ
行
っ
た
時
も
、
同
じ
こ

と
を
申
し
上
げ
た
。

　

京
都
府
を
通
じ
て
、
必
要
と
考
え
ら

れ
る
意
見
は
、
し
っ
か
り
伝
え
る
。

大
阪・関
西
万
博
の
教
育

的
効
果
と
は

Q
伝
統
建
築
や
国
内
各
地
の

文
化
を
知
る
機
会
に
な
る

A

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
、町
長
の
考
え
は

Q
京
都
府
を
通
じ
、必
要
な

意
見
は
し
っ
か
り
伝
え
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

都
市
整
備
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

（民生教育常任委員会資料より作成）

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら

大阪・関西万博会場（夢洲）

○久御山町大阪・関西万博体験教育

くみやま 議会だより　No.177（14）



ようこそ久御山町へ 〔視察研修受け入れ〕
大分県杵築市議会  議会運営委員会の皆さま
　11月14日、大分県杵築市議会 議会運営委員会（堀議長や藤本委員長ら８名）の視察研修を受
け入れました。
　通年議会について意見交換をし、有意義な会となりました。
　本町からは、副議長と議会運営委員が出席しました。

高知県南国市議会  なんこく市政会の皆さま
　11月22日、高知県南国市議会 なんこく市政会（植田議員ら３名）の視察研修を受け入れまし
た。
　子ども議会について意見交換をし、有意義な会となりました。
　本町からは、正副議長と総務部の職員が出席しました。

福島県双葉町議会の皆さま
　11月27日、福島県双葉町議会（伊藤議長ら９名）の視察研修を受け入れました。
　全世代・全員活躍型のまちづくりの取り組みについて意見交換をし、有意義な会となりま
した。
　本町からは、議長をはじめ、総務部、都市整備部、教育委員会の職員が出席しました。

き しつ き

な ん しこ く

ふ た ま ちば
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11
月
11
日
、
愛
知
県
東
郷
町
で
「
高

齢
者
向
け
の
諸
施
策
」
に
つ
い
て
行
政

視
察
を
お
こ
な
っ
た
。
東
郷
町
の
高
齢

者
福
祉
と
介
護
に
つ
い
て
の
実
施
状
況

を
次
の
通
り
報
告
す
る
。

　

東
郷
町
は
、
面
積
18
・
03
㎢
、
10
月

末
の
人
口
は
４
万
４
０
１
７
人
（
前
月

比
17
人
増
）
、
世
帯
数
は
１
万
８
７
９

４
世
帯
（
前
月
比
31
世
帯
増
）
で
あ
る
。

　

人
口
と
世
帯
は
、
共
に
前
月
よ
り
も

増
え
て
い
る
。

高
齢
化
率
・
介
護
認
定
の
状
況

　

今
回
の
視
察
に
関
す
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
及
び
高
齢
化
率
は
、
10
月

１
日
時
点
で
、
平
成
30
年
度
と
令
和
４

年
度
と
の
比
較
で
は
、
２
０
５
人
増
の

９
９
７
６
人
、
高
齢
化
率
は
0
・
3
％

増
の
22
・
７
％
で
あ
り
、
令
和
22
年
度

に
は
29
・
５
％
と
推
計
し
て
い
る
。

＊
令
和
５
年
度
の
要
支
援
者
を
含
む
要

介
護
認
定
者
率
は
、
17
・
０
％
。

高
齢
者
が
社
会
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
は

　

東
郷
町
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

　町議会では、委員会や会派などで企画して、他の自治体や議会の取り組みを学ぶために視
察研修をおこなっています。視察研修で学んだことは、全員協議会という場で議員全員、そ
して町長、副町長、教育長に共有されています（委員会の視察研修のみ）。

　今回は、民生教育常任委員会、広報広聴委員会、芦田議員の視察研修の内容を報告します。

に
は
次
の
６
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

①
身
体
機
能
の
維
持
と
向
上

　

②
認
知
機
能
の
改
善
と
向
上

　

③
健
康
の
維
持
と
疾
病
予
防

　

④
生
き
が
い
や
充
実
感
の
向
上

　

⑤
社
会
的
孤
立
感
の
軽
減

　

⑥
地
域
社
会
の
活
性
化
な
ど

高
齢
者
の
福
祉
支
援
サ
ー
ビ
ス

■
外
出
支
援

　

☆
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
に
タ
ク
シ

ー
料
金
を
助
成
／
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
（
空
車
を
活
用
）
／
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
（
自
宅
〜
病
院
を
福

祉
車
両
に
て
送
迎
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

■
見
守
り
支
援

　

☆
高
齢
者
見
守
り
協
定
（
町
内
の
協

力
事
業
者
が
、
高
齢
者
の
異
変
発

見
時
、
町
に
通
報
）
／
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
／
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
登
録
／
食
の
自
立
支
援
事
業

な
ど
。

介
護
予
防
事
業

■
町
の
介
護
予
防
事
業

　

☆
薬
局
や
歯
科
医
院
、
医
療
機
関
等

の
介
護
予
防
教
室

　

☆
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
街
角
運
動
教
室

　

☆
い
こ
ま
い
館
の
介
護
予
防
教
室
他

■
そ
の
他
の
介
護
予
防
事
業

　

☆
ま
ち
か
ど
保
健
室

　

☆
認
知
症
カ
フ
ェ

　

☆
思
い
出
の
語
り
場
づ
く
り

　

☆
出
張
講
座
…
老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ

ン
で
、
講
師
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
な
ど

■
町
民
な
ど
の
自
主
活
動
（
地
域
）　

　

☆
住
民
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動　

■
人
的
資
源
と
し
て

　

☆
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
。

認
知
症
が
心
配
な
方
へ
の
取
り
組
み

　

☆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
。

視
察
…
…
ま
ち
か
ど
保
健
室（
白
土
地
区
）

　

☆
事
業
内
容
…
健
康
運
動
指
導
士
や

体
操
、
フ
レ
イ
ル
講
話
・
体
力
測

定
・
栄
養
等
の
講
話
・
回
想
法
。

修研視察 報告

東
郷
町（
愛
知
県
）

民
生
教
育
常
任

　
　
　
　
委
員
会

と
う
ご
う
ち
ょ
う

「まちかど保健室」を視察（右）の後、東郷町高齢者
支援課より説明を受けた。
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11
月
21
日
、
愛
知
県
武
豊
町
で
「
議

会
だ
よ
り
の
編
集
」
と
「
住
民
対
話
集

会
」
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
お
こ
な
っ

た
。

　

武
豊
町
は
、
面
積
25
・
92
㎢
、
人
口

は
４
万
３
３
７
４
人
で
、
町
制
70
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
。

表
紙
デ
ザ
イ
ン
賞
銀
賞
の
武
豊
町

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
は
、

武
豊
町
の
議
会
だ
よ
り
№
１
８
３
が
令

和
５
年
度
に
表
紙
デ
ザ
イ
ン
賞
作
品
で

銀
賞
（
全
国
第
２
位
）
を
受
賞
。

　

発
行
部
数
は
１
万
２
８
０
０
部
。
内

容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
工
夫
点
は
、

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
グ
ラ
フ
を
多
用
し
、

空
間
の
確
保
に
努
め
読
み
や
す
い
レ
イ

ア
ウ
ト
を
心
が
け
て
い
る
。
掲
載
す
る

情
報
の
視
点
は
、
住
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
住
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

そ
う
な
事
象
を
検
討
し
、
シ
リ
ー
ズ
化

さ
れ
て
い
る
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
対
話
集
会

　

住
民
対
話
集
会
に
つ
い
て
は
、
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
町
の
将
来
を
考
え
、

良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
集
会
に
し
て

い
る
。
自
由
参
加
で
は
な
く
、
事
前
に

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
議

員
が
住
民
に
声
を
か
け
て
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

住
民
対
話
集
会
は
、
参
加
さ
れ
た
住

民
の
皆
さ
ん
に
付
箋
に
疑
問
・
意
見
な

ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
付
箋
を

ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
て
、
住
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
方
が
進
行
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
積
極
的
に
和
気

あ
い
あ
い
と
町
の
将
来
に
つ
い
て
を
話

し
合
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
広
報
広
聴

委
員
会
と
し
て
今
後
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

保
護
者
対
応
の
専
用
窓
口
を
開
設

　

11
月
18
日
、
宇
治
市
議
２
名
と
の
合

同
に
よ
り
天
理
市
の
子
育
て
応
援
・
相

談
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
視
察
し
た
。

　

校
長
経
験
者
や
臨
床
心
理
士
を
配
置

し
て
い
る
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
保

護
者
か
ら
の
学
校
へ
の
意
見
・
要
望
に

一
元
的
に
対
応
。
校
長
経
験
者
や
臨
床

心
理
士
が
問
題
を
整
理
し
、
学
校
に
は

課
題
解
決
策
を
専
門
的
立
場
か
ら
協

議
・
支
援
す
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
並
川
健
市
長
自
ら
、
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
」
の
視
点
に
立
っ
た
熱
い

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

武
豊
町（
愛
知
県
）

武豊町マスコット（みそたろう）

広
報
広
聴
委
員
会

芦
田 

議
員

た
け
と
よ
ち
ょ
う

天
理
市（
奈
良
県
）

て
ん
　
り
　
　し

くみやま 議会だより　No.177（17）



議会モニター募集議会モニター募集

応募資格
・満18歳以上の在住・在勤の方（久御山町職員・久御山町議会議員を除く）
・メールでのやりとりが可能な方

町議会では、皆さまからの要望、提言、その他の意見を広く聴取し、
町議会の活性化の推進及び政策提案力を強化するため、議会モニタ
ー制度を設置しています。
ぜひ議会モニターとなっていただき、町議会のこれからについて考
えをお聞かせください！

謝　　礼
・QUOカード3,000円分（年額）※活動内容によって減額する場合があります。

応募方法
https://logoform.jp/form/tKWb/862407
上記の議会モニター応募フォーム、または左記の応募フォーム二次
元コードからご応募いただくか、以下の内容をメールやFAXにて
記載し、議会事務局へご提出ください。
「氏名」「生年月日」「住所」「（町内在住でない場合）勤務先」「電話番
号」「メールアドレス」「議会だよりへのお名前の掲載の可否」

募集内容
募集期間：令和７年２月１日～令和７年３月31日
任　　期：令和７年４月１日～令和８年３月31日
定　　員：10名以内
※年齢・居住地などに偏りが生じないよう考慮のうえ選考し、
　選考結果を応募者全員にお知らせします。

依頼内容
・議会だよりや議会運営についてのアンケート（年４回程度）
・議会モニター会議への参加（年１回程度）　など

▲応募フォーム
　二次元コード

応募・問い合わせ先
久御山町議会事務局（久御山町役場議会棟３階）〒613-8585 久御山町島田ミスノ11番地
TEL：075-631-9996／0774-45-0105　FAX：075-632-3000
メール：gikai@town.kumiyama.lg.jp

設置要綱は
こちら→

くみやま 議会だより　No.177（18）



★ご協力をいただきありがとうございました。
★今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 
★今後ともよろしくお願いいたします。

編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

岩田　芳一
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
内田　孝司
松本　義裕

広報広聴委員会
　

本
号
で
、
１
７
７
回
目
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

編
集
メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
っ
て

は
い
ま
す
が
、
常
に
「
わ
か
り
や
す

い
」
「
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
発
行
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
巳
年
で
す
。
議
会
だ
よ
り

も
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見

や
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
、
さ

ら
に
〝
脱
皮
〞
を
続
け
、
町
内
外
の

方
か
ら
も
、
「
議
会
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
」
と
の
評
価
が
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
愛
読
を
。

巽　
　

悦
子

〇久御山中学校体育館の空調について…機材不足と
書いてありましたが具体的に教えてください。

○18ページに北陸新幹線のルートに関し掲載され
ていますが、車両基地に駅でもできない限り、住
民へのメリットは感じられません。

〇久御山中央公園の整備について（グラウンド）

〇昨今メディアで話題になっているPFASですが、久
御山町の水道水における含有量はどのようになって
いるのか？調査がされているのか？もし、されてい
るのなら、結果が知りたいし、基準値を超えている
のなら、対策をしてほしい。

〇岡山県早島町の視察で鉄道駅に着目されたのは良い
点だと思いました。クルマ社会から離脱を図り、誰
もが安価に速く移動できる公共交通機関が渋滞、振
動、抜け道、人口減少問題等を緩和してくれると思
います。最近、大久保～淀の交通渋滞が激しく、事
故の影響でもないのに移動に相当な時間がかかるこ
とが増えました。動線を根本的に見直す必要がある
のではないでしょうか。

〇「全国一番の子育て環境のまち」というのは、
子育て真っ只中の者にとっては、とても興味深
いフレーズです。実現して、久御山町が有名に
なり、子育て世代が増えたら、町も賑わうし、
少子高齢化問題にも対抗することができる。

〇こども園無償化について、久御山町素晴らしい
です。無償化によって、短時間でも社会にでて
働く女性が増え、それによって企業が助かるの
です。

○久御山町の人口増加に向けて、住む所を増やせ
ば人数が増えるかと思います。

〇補正予算による、こども園使用料に関する一部
無償化は良いことと思いますが、どのように効
果が現れたか、継続して検証していただくのが
良いと考えます。

〇こども園使用料無償化の件、非常にいいと思い
ました。今のところ大丈夫かと思いますが、園
児が増えてくるとどこかにしわ寄せがいくと思
うのでそういう問題の時に柔軟に対応してほし
いと思います。

〇農業の防犯カメラの件、のぼりだけではなかな
か抑止力になってないような気がするという意
見を農家の方からよく聞きます。

議会モニター「アンケート」
前号（12/1号）・NO176）の議会モニター
さんからのアンケート「回答(一部)」を紹介
します。

特に興味や関心を
　　　　もたれたのは？

その後どうなったの？と
思っていることは？

議会への意見などは？
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自
分
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る

少
し
で
も
社
会
の
得
に
な
れ
ば

　

病
院
事
務
職
を
定
年
後
、
ス
ー
パ
ー

で
カ
ー
ト
整
理
の
仕
事
を
５
年
半
し
て

退
職
。

　

気
分
転
換
に
始
め
た
家
の
周
り
の
草

ひ
き
や
掃
除
。
そ
の
作
業
範
囲
は
児
童

公
園
か
ら
宇
治
川
堤
防
、
そ
し
て
小
学

校
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

美
し
く
、
ま
た
安
全
に
な
っ
た
歩
道

や
、
そ
の
活
動
を
喜
ん
で
く
れ
た
大
橋

辺
の
住
民
の
方
が
久
御
山
町
に
打
診
さ

れ
、
久
御
山
町
豊
か
な
心
づ
く
り
推
進

協
議
会
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
。

い
た
だ
い
た
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に

　

北
川
顔
の
大
藤
神
社
か
ら
森
の
玉
田

神
社
ま
で
、
御
牧
小
学
校
か
ら
久
御
山

中
学
校
ま
で
の
歩
道
の
清
掃
を
始
め
る
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
へ
の
恩
返
し
。

し
か
し
作
業
は
想
像
以
上
に
悪
戦
苦
闘
。

一
日
に
進
め
る
距
離
は
数
十
メ
ー
ト
ル
。

道
具
は
す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
う
。

　

集
め
た
草
と
土
砂
は
十
日
ほ
ど
で
土

嚢
袋
１
５
０
袋
に
及
ぶ
。

「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
き
れ
い
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
」
の
声
に
励
ま
さ
れ
、

地
元
の
方
か
ら
の
「
ご
苦
労
さ
ん
や
な
。

冷
た
い
お
茶
ど
う
ぞ
。
」
の
声
に
支
え

ら
れ
、
途
中
で
投
げ
出
せ
な
い
。

　

土
嚢
袋
の
提
供
と
そ
の
処
分
を
素
早

く
し
て
く
れ
る
町
役
場
と
、
幸
せ
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
声
か
け
に
感
謝

し
て
い
る
。

自
分
の
幸
せ
の
た
め
に

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
楽
し
い
。
た

だ
、
お
金
も
い
る
。
危
険
が
伴
う
こ
と

も
あ
る
。
「
そ
ん
な
こ
と
自
分
で
せ
ん

と
、
市
や
町
に
さ
せ
た
ら
え
え
が

な
。
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

社
会
が
必
要
と
す
る
こ
と
を
、
今
や

ら
な
い
と
い
つ
や
る
の
か
、
自
分
が
し

な
い
と
誰
が
や
る
の
か
、
と
思
う
の
で

す
。

　

よ
く
「
え
ら
い
人
や
。
な
か
な
か
で

き
ひ
ん
こ
と
や
で
。
」
と
褒
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
え
い
え
、

誰
で
も
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
幸
せ

の
た
め
の
活
動
で
す
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.45

ど

の
う

ど　
の
う

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
長
尾
悠
叶
く
ん
で
す
。

な
が
お

ゆ
う
と

長尾 悠叶くん
（東角小学校３年生）

　

今
回
の
表
題
の
中
で
一
番
気

に
い
っ
て
い
る
の
は
、
く
み
や

ま
の
「
く
」
で
、
田
ん
ぼ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
力
強
く
描
け
た
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
く
み
や

ま
夢
タ
ワ
ー
や
好
き
な
Ｊ
リ
ー

グ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
な
ど
を
使

っ
て
色
彩
豊
か
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
興
味
が
あ

り
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
も

上
位
に
入
っ
た
と
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
番
好
き
な
の
は
サ
ッ
カ
ー

で
、
将
来
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な

り
た
い
と
元
気
よ
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

村 田　光 司さん
（淀下津町在住）

むら た みつ し

　
天
王
道（
府
道
八
幡
宇
治
線
）や
久
御

山
中
学
校
周
り
の
歩
道
。縁
石
に
溜
ま

る
土
砂
や
生
い
茂
る
雑
草
を
、一
人
で

掃
除
し
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
人
、北
川
顔
出
身
の「
ま
ち
の
美

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」村
田
光
司
さ
ん（
73
）

を
取
材
し
ま
し
た
。

て
ん
の
う
み
ち
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